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写真︓サンクスキッド

活動写真

里親    作成
⾥親会員へのお申し込みを受け、⼦供たち⼿作
りの⾥親キッドを作成しました。⾥親様への感
謝の気持ちの詰まったキッドは、フィリピンよ
り直接会員様宅に送られます。⾥親様からのお
⼿紙も、⼦供たちは⼼待ちにしております。

写真︓ある⽇のお弁当

活動写真

 弁当 配達開始
6⽉から奨学⽣ 6⼈が⾼校⽣になりました。これ
まで、昼休みに HERO'S HOUSEにやってきて、お
昼ご飯を⾷べていましたが、フィリピンの⾼校
では昼休みが 30分しかありません。そこで、⾼
校⽣ 6⼈へのお弁当配達を始めることにしました。

そこで、⾼校⽣ 6⼈への 写真︓作業⾵景

活動写真

                   
⼭岳貧困地区の Budlaan Day Car Centerからの
要望で、遊具施設のペンキ塗りを⾏いました。
当⽇は、スタディーツアーにご参加いただいた
留学⽣や、地元の⽅々との和気あいあいとした
雰囲気での作業となりました。

6 月 2 日より、長い夏休みが終わり、
新学期がスタートしました。夏休みの特別
授業では、日本語やパソコンの授業を集中的
に行い、それぞれのスキルアップにつながり
ました。この夏それぞれが学んだことが、
さらに子供たちを輝かせてくれるはずです。

新学期から６名が高校生になりました。
入学に必要なものがとても多く、全てそろえ
ることができるか心配しましたが、皆さまの
ご支援のもと、入学に必要なものを一式そろ
えることができました。新しいデザインの
制服に身を包んだ子供たちが、とても眩しく
見えます。

高校、大学と子供たちは成長していきます。
夢をあきらめず、努力を続け、一歩ずつ夢の
実現に向けて進めるよう、ご支援者様と一緒
に、子供たちの夢を支えていきたいと思いま
す。

http://www.facebook.com/DaredemoHero2013/
http://daredemohero.com/
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今月 活動紹介

会員募集中︕
会員様には、毎⽉会報を送らせていただきます。

編集後記

こんにちは、ボランティアスタッフの JUNKOです。
現在私は、レイテ島の学校再建を担当しており、最低
でも週に１度はレイテ島を訪問しています。現地の
視察をしていると、東⽇本⼤震災の被災地と共通する
点と、全く異なる点が⾒えてきます。
共通する点としては、復興の格差です。現在タクロ

バン周辺では、まるで台⾵被害などなかったかのごと
く、きれいに再建された町並みや家々を⾒ることがで
きます。その反⾯、少し中⼼地から離れると、未だに

被災直後と同じような、不⾃由なテント⽣活を続けて
いる地域も多くあります。東北でも被災から３年以上
たちますが、未だにその格差は広まり続けているよう
に思えます。
異なる点は、⼈々の前向きな姿勢です。私たちから

すると、悲劇的な状況の中でも、⼈々は明るく冗談を
⾔い合って、笑顔で暮らしています。もちろん笑顔の
下に隠された悲しみはありますが、悲しみに埋もれる
ことなく、前向きに⽣きていく強さを感じます。フィ
リピン⼈から、さらにいろいろと学び、⽇本で苦しむ
⽅々の役に⽴てることがないか、⽇々考えています。
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お知らせ             

紹介動画が完成︕

この度、セブイングリッシュ⼩出様のご⽀援の
もと、DAREDEMO HERO の紹介動画が完成し
ました。８分弱で、活動がよく分かる内容に
仕上がっております。ぜひ、ご覧ください。

お知らせ ⽇⽐交流委員会
盆踊り⼤会参加決定!!

   島学校再建         島学校再建         島学校再建      

台⾵３０号被災中⼼地の「カボイナン⼩学校」の再建が順調に進んでいます。
7 ⽉下旬には本格的な⾬期に⼊ってしまうため、現在のテントの教室では授業が
できません。そのため、業者の全⾯協⼒のもと、7⽉ 5 ⽇の完成に向けて、⼯事が
急ピッチで進められています。7 ⽉ 5 ⽇の除幕式には、⽇本、セブ島、そして
DAREDEMO HERO 奨学⽣から総勢30名が参加予定です。
私たちは、今後も継続的に「カボイナン⼩学校」との交流⽀援を続け、この教室

を世界に⼀つしかない、素晴らしいものに作り上げていきたいと思っています。
レイテ島と⽇本には、戦争という悲しい歴史えがありますが、私たちは、レイテ島
と⽇本の新しい歴史を作っていきたいと思っています。

5⼝以上(年会費) 50,000 円〜パートナー企業

3⼝以上(年会費) 30,000 円〜⾥親会員

1⼝以上(年会費) 10,000 円〜⼀般会員

無料サポート会員

年 会 費会 員 種 別

遊園地 次 現         遊園地 次 現         遊園地 次 現         

先⽉号では、突然現れた遊園地の記事を掲載しましたが、あの巨⼤遊園地は跡形も
なくなり、次なるビックリが現れました!! 遊園地がなくなり、つかの間の静けさを
満喫していると、隣から聞こえる⼤⾳量のカラオケ。
そうです、遊園地の次に現れたのは、野外カラオケです。フィリピン⼈は、歌が

⼤好きです。しかし、カラオケボックスは⾼いので、⾃宅を
改装した程度の、簡易カラオケが街の⾄る所に存在します。
そして、HERO'S HOUSE の隣にも・・・さすがに少し⾳量
が⼤きかったので、ボリュームダウンをお願いしました。
フィリピンでのご近所付き合いも、なかなか⾯⽩いものです。

今月 奨学生今月 奨学生今月 奨学生
〜毎⽉１⼈ずつ奨学⽣を紹介していきます〜

今⽉ご紹介するのは、ロベリンです。彼⼥は、
とってもひょうきんで、いつも周囲を笑わせてくれ
る、明るい⼥の⼦です。
彼⼥の好きなことは、ダンス。いつもオフィスの
ガラスを鏡代わりにダンスの練習をしています。
将来の夢は医者になることです。好きな教科は英語
というだけあり、同世代の⼦供たちよりも英語が
とても上⼿です。
ロベリンの家族は、⾼級住宅地の中にあります。ビレッジと呼ばれる
敷地内に⼊ると、とてもきれいで⼤きな家が⽴ち並んでいます。そこを
さらに奥に奥に進んだところにロビリンの家があります。家族は、お⺟
さんとお⽗さん、仲良しのお兄ちゃんとの4⼈です。お⺟さんは、⾼級
住宅のひとつで、家政婦として働いています。そのため、⼀家は⾼級住
宅地の敷地内で⽣活しています。
⾼級住宅地で⽣活するということは、毎⽇貧富の差を感じながら⽣活
しなければいけないということです。そんなことを感じさせない、ロビ
リンの明るい笑顔は、いつも周囲を明るくしてくれています。彼⼥の
純粋な笑顔がいつまでも続くように、⽀援を続けてきます。

8⽉８,９⽇にセブ市で⾏われる、
盆踊り⼤会に、⼦供たちの参加
が決定しました︕お近くにお住
まいの⽅は、ぜひ遊びに来てく
ださい。詳細は、後⽇お知らせ
いたします。


